
今から十数年前、公立小学校と臨床美術の画期的な出会いが

あり、埼玉県春日部市立幸松小学校での取り組みがスタート

しました。その経過と成果を明らかにしながら、今後臨床美

術士が学校現場等で活躍するための留意点や、現場の先生方

とうまくやっていくためのノウハウ等を小学生の発達心理な

どを交えながら、実践的に学ぶことが出来ます。

■日 時：2020年3月1日（日）

①講演会 元山清博先生 １３：３０～１5：００

②研修会 蜂谷和郎先生 １５：１５～１６：４５

■会 場：お茶の水OCCビル7階A教室 （〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台2-1）

交通アクセス：JR 中央線 御茶ノ水駅 御茶ノ水橋口 徒歩3分

■対 象：一般、臨床美術士（更新制度単位取得対象講演：各３単位）

■受講料：①または② 各5,500円（税込）

同時申込の場合 ①講演会＋②研修会 9,350円（税込）

■申込先：

■定 員：各４０名 参加には事前申し込みが必要です！

■主 催：特定非営利活動法人日本臨床美術協会

《プロフィール》
＊埼玉大学卒業
＊小学校を中心に埼玉県内の教育現場に37年
携わる
教諭時代は小学校、養護学校（特別支援学校）
に勤務
管理職時代は在外教育施設オランダ・ロッテル
ダム日本人学校、三郷市小学校で教頭

＊埼玉県立総合教育センター主任指導主事
＊春日部市立幸松小学校、桜川小学校校長
＊退職後は、春日部市教育委員会社会教育課勤務
春日部市小学校初任者教員指導員

＊現在、放課後等デイサービスかすかべ学園園長

日本臨床美術協会 教育アドバイザー
元 幸松小学校校長

※お申込に際しいただいた個人情報は、当団体の交流会をはじめとした催し等のお知らせ及びご連絡に使用いたします。

講師 元山清博 先生

～学校での臨床美術士の位置づけと役割～

2020年 3 月 1 日(日)同日開催

講師 蜂谷和郎 先生

彫刻家・臨床美術士
日本臨床美術協会常任理事
法政大学兼任講師

締め切り

2/21(金)

定員4０名に達し次第
締め切りとさせて
いただきます。

～子どもをその気にさせるには～

子どもの作品をどの様に見て、どう褒めたらよいのか。

子どもがその気になるには何が必要かを学びます。

また、子どもの絵の見方や褒め方を保護者に伝える際の

ポイントも学びます。

《プロフィール》
＊東京藝術大学卒業
＊1986年から子ども造形教室の講師として
子どもたちに 美術指導を行っている

＊臨床美術の立ち上げに関わり、1996年より
認知症を対象とした臨床美術の講師となる

＊1997年より自閉症児のクラスを担当

臨床美術士 特別講演研修会 in 東京


